
一橋大学硬式野球部
創部100周年記念事業計画

一橋大学硬式野球部・一球会
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資料において緑でハイライトした部分は現在検討中のものです



1．事業計画概要
（1）記念事業の狙い

・2023年の創立100周年を機に、活動を振り返り伝統を後世に伝える
・野球部活動の環境を整えることで、戦力強化、部活の活性化を図る
＊2004年の国立大学の法人化以降、大学は各クラブ活動の施設に対する出費を停止しており、
必要な設備を新設、更新する場合はOB会による資金調達が必須となっている

（2）実施項目
・環境整備～部室新築、マネジャー作業室、トレーニングルーム（以下TR）、観客席設置他
・100年史作成
・HP改修
・記念式典開催

（3）寄付金募集
期間 2021年、2022年の2年間
募集金額 早期募集目標額 32百万円

2年間最終目標額 40百万円

（4）活動スケジュール
・100周年事業計画策定・承認 2020年12月
・寄付金募集スタート 2021年01月
・諸設備工事 2021年秋～2023年春
・100周年史発刊・記念式典 2023年春～秋
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2．環境整備事業について
所要金額 合計37.1百万円、うち早期に必要なもの31.1百万円

各環境事業の所要金額（）内とその概要は下記の通り
部室新築・旧部室改修およびTR設置（下記①②④⑥）に関しては末尾の補足資料ご参照。
①部室新築（女子マネジャー用作業室・トイレ・更衣室併設を含む）（17百万円）
・1988年築の部室が部員数増加で手狭な上、劣化が激しく安全面・衛生面から改修が必要
・野球場周辺に女子マネジャー用の作業室、トイレ、更衣室が無く大変不便
＊なお、お示ししているプランは、たたき台であり、敷地の再調査など行い詳細を詰める予定

②旧部室改修の上、TR設置（6.6百万円）
・ここ数年のテーマとして部員の筋力向上を掲げているが、筋トレを行う場所が必要
・経年劣化した内外装とトイレ・シャワーなど設備を補改修

③散水機・貯留機交換（3百万円）
・昨シーズン老朽化により交換済み

④部室備品購入（2百万円）
・老朽化の激しいロッカーなどの交換

⑤観客席設置（1.5百万円）
・OBや父兄の応援環境整備～バックネット裏25席、1・3塁側に長椅子各10席

⑥トレーニング器具（3.5百万円）
・筋トレをするための器具、一部（1百万円程度）は早期に手当てしたい 3



3．その他の事業について
（1）100年史作成 所要金額2百万円

・50年史、75年史に続いて、最近の25年の実績を中心に歴史を積み上げる
・OB・OG、父兄、広商関係者など幅広いステークホルダーから原稿を募る
・50年史、75年史にはない新企画、新機軸も打ち出す
・希望の方には電磁的配布も検討

（2）HP改修 所要金額1百万円
・部員が管理しやすく、OB・OGからアクセスしやすいホームページへ改訂

（3）記念式典開催 詳細未定

⑦雨天ピッチング練習場拡張（1.5百万円）
・現在マウンド一つをマウンド2つに拡張

⑧外野グラウンド補修等（2百万円）
・一定の期間ごとに必要な補修
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4．寄付金募集の概要

（1）概要
募集期間 2021年1月から2022年12月の2年間
募集金額 早期募集目標額 32百万円

2年間最終目標額 40百万円
一橋大学後援会課外教育振興基金を使用（従来からの当部への寄付金の受け皿）

（2）寄付金依頼の目安
一口5万円、出来れば一人二口以上
一口未満の金額も受ける

（3）寄付いただいた方へのお礼など
・100年史を進呈
・寄付者の名前を銘板に刻み、野球部部室に掲示、同様に100年史に記載（金額に関係なく）
・野球部HPのOB・OG向けページに名前掲載（同上）
＊お名前に紐付けた形で金額を公表することは考えておりません

5



5．推進体制

一球会会長を100周年事業推進委員長とし、その下に4つの委員会を設ける。
それぞれの進捗につき世話人会にて報告し、進捗管理をする。

（1）環境整備委員会
環境整備事業の企画立案、業者を含む対外折衝、工事進捗管理
S51飯島（委員長）、S56坂本、H24酒井、H26高石、小林MG

（2）100年史編纂委員会
100年史の編集、原稿依頼、
H10高野（委員長）、H11力、H14荻田、H15久枝、内海MG

（3）広報式典委員会
事業の広報、HP等での情報宣伝、記念イベント企画
S52高橋雅（委員長）、S54新、S61別納、R2渡辺、佐藤MG、松永MG

（4）寄付金募集委員会
寄付金の募集、入金管理、支払い管理
S51佐治（委員長）、S58小方、H5犬飼、H7小林、H10村松、古川MG、三浦MG

以 上
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